
G121-P015 会場: ポスター会場 時間: 5月 20日

第三紀堆積岩の地球微生物学的特性―無菌・無酸素掘削コアによる分析

Geomicrobiological characterizations of tertiary sedimentary rocks obtained during an
aseptic and deoxygenated drilling program
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原位置環境を反映した深部地下環境の調査手法を開発するため、第三紀堆積岩地域を対象として、地上からの微生物
および酸素等による撹乱を最小限にしたボーリング掘削を実施した。掘削により採集されたホールコアを酸化および微
生物の繁殖を防ぐために窒素ガスを充填したグローブバッグに入れ、摂氏４度にて実験室に輸送し、嫌気グローブチャン
バー内でサブコアリングし、コアの内芯部分を取り出した。そして、油圧式間隙水抽出装置を用いて、コア内芯中の間
隙水を最大 70Mpaの軸力で圧縮抽出を行った。抽出した間隙水に関して、トレーサーとして汚染評価に用いたヨウ素イ
オン濃度、pH、ORP、アルカリ度、溶存二価鉄、硫化水素の分析を迅速に行った。そのほかに、間隙水中の溶存ガスで
ある水素、メタン等の濃度、陽イオン種、陰イオン種、溶存有機物濃度の測定も行った。微生物に関する分析としては、
サブコアリングしたコア中の全菌数と培養による生菌数の計測、遺伝子および脂質による微生物相解析を行った。地下微
生物のエネルギー源である有機物については、濃度、熟成度および化学形態の分析を行った。微生物活性に関して、微
生物の嫌気呼吸で用いられる生物が利用可能な形態で存在する三価鉄の量の定量、および TRU廃棄物に多量に含まれる
有機物と硝酸塩を用いた微生物呼吸の活性を評価した。本発表では、これらの地球微生物学的分析項目の結果を総合的
に解釈し、地層処分の安全評価の視点から本研究で得られたデータの意義について議論する。


